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71 
戸坂城山学区
社会福祉協議会
戸坂大上 1-4 -22 
戸坂福祉センター内

戦
後
復
興
の
支
え
合
い
か
ら
始
ま
っ
た

令
和
元
年
11
月
22
日
、
全
国
社
会
福
祉

大
会
に
あ
い
て
、
城
山
地
区
共
同
募
金
委

員
会
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
表
彰
を
受
け

ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
城
山
地
区
の
皆
様

が
、
長
年
に
わ
だ
っ
て
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
り

ま
す
。毎

年
、
城
山
地
区
の
各
町
内
会
の
皆
様

を
中
心
に
、
運
動
期
間
を
10
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
3
ヶ
月
間
に
渡
り
、
城

山
地
区
共
同
募
金
委
員
会
が
あ
願
い
し
だ

目
標
額
に
む
け
て
、
戸
別
雰
金
運
動
を
し

て
頂
き
ま
し
だ
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
薯
金
は
、
昭
和
22

年
の
運
動
開
始
ガ
ら
昨
年
で
、

72
回
目
を

あ
ガ
え
ま
し
た
。

す
る
し
く
み
」
と
し
て
、
続
け
ら
れ
て
あ

現
在
の
共
同
募
金
運
動
は
、
少
子
、
高

齢
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
さ
な
ど

で
、
募
金
額
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

広
島
市
全
体
の
目
標
額
1
億
円
に
対
し
、

例
年
90
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
中
、
城

山
地
区
は
、
過
去
5
年
間
の
募
金
実
績
の

平
均
額
が
目
標
額
に
対
し
て
、

100
％
以
上

を
達
成
い
だ
し
ま
し
だ
。

こ
の
募
金
は
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
助
成
金
と
し
て
、

配
分
さ
れ
ま
す
が
、
城
山
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
配
分
率
は
東
区
内
社
会
福
祉
協

議
会
の
平
均
を
12
％
超
え
、
叩
％
（
平
成

30
年
実
績
）
と
な
っ
て
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。

運
動
が
、
今
つ
で
は
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

戸
坂
城
山
地
区
共
同
募
金
委
員
会
会
長

塩

谷

冨

士

男

城
山
の
皆
様
に
よ
る

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
が
愛
賞

ど
地
域
に
あ
け
る
課
題
解
決
の
だ
め
に
役

そ
の
分
、
城
山
地
区
の
福
祉
活
動
に
役

立
だ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
共
同
薯
金
が
地
域

の
福
祉
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
な

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
あ
リ
ま
す
。

合
後
と
も
、
皆
様
の
赤
い
羽
根
共
同
募

金
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
あ
願
い
い
た

し
、
令
和
元
年
城
山
地
区
共
同
募
金
委
員

会
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
報
告
い
だ
し

ま
す
と
と
も
に
、
城
山
地
区
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
2
0
2
0
年
は
、

5

G
元
年
。
」
様
々
な
通
信
関
連
の
会
社
の
C

M
で
耳
に

す
る
言
葉
で
す
。

5

G
と
は
、
第
五
世
代
移
動
通
信
ジ
ス
テ
ム
の
略
語
で
す
。
こ

の
ジ
ス
テ
ム
に
よ
リ
、
現
在
よ
リ
さ
ら
に
大
塁
の
デ
ー
タ
を
高
速
で
送
受
信
で
き

る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
。

5

G
が
普
及
す
れ
ば
乗
用
車
の
自
動
運
転
や
ド
ロ
ー

ン
、
医
療
系
技
術
や
A
ー
な
と
、
現
在
の
最
先
端
の
技
術
が
さ
ら
に
進
化
す
る
そ

l

つ
で
す
。

漫
画
や
映
画
で
描
か
れ
だ
夢
の
よ
う
な
未
来
も
、
現
実
の
も
の
に
な
リ

そ
う
で
、
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

電
子
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
急
速
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
休
憩
時
間

に
、
子
ど
も
た
ち
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
話
で
盛
リ
上
が
っ

て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。
最
近
で
は
、
電
子
メ
デ
ィ
ア

の
長
時
間
利
用
に
よ
る
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
、
学
習
に
集
中
で
き
な
い
子
ど
も

が
増
え
て
い
る
と
い
う
残
念
な
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

S
N
S
や
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
の
や
り
と
り
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談
も
保
護
者
か
ら

戸
坂
城
山
小
学
校
で
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
機
等
の

広
島
市
立
戸
坂
城
山
小
学
校
校
長

會

↑
 

會

EB
真
由
美

本
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
機
器
は
、
と
て
も
便
利
な
道
具
で
す
。

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
好
き
な
音
楽
を
聴
い
だ
り
、
動
画
を
見
た
リ
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
だ
り
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

使
い
方
を
間
違
え
る
と
困
っ
だ
こ
と
や
怖
い
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
大
人
が
子
ど
も
に
教
え
る
必
要
の
あ
る
道
具

存
・
ネ
ッ
ト
依
存
と
な
り
、
健
康
を
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
道
具
で
あ
る
こ
と
も

学
校
で
は
、
毎
年
五
年
生
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
し
て
、

ス
マ
ホ
携
帯

安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
年
度
は
そ
れ
に
加
え
て
、
全
学
年
の
学
級
懇

談
会
で
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
万
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
だ
。
そ

こ
で
は
、
利
用
時
間
や
利
用
万
法
に
つ
い
て
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
絶
対

に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る

こ
と
、
最
終
的
な
責
任
は
契
約
者
で
あ
る
保
護
者
に
あ
る
こ
と
の
三
点
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
だ
。
ま
た
、
広
島
市
で
は
、
午
後
九
時
以
降
は
、
メ
ー
ル
等
の

送
信
は
し
な
い
、
遅
く
と
も
午
後
十
時
に
は
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
を
や
め

る
と
い
う
「
テ
ン
オ
フ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
伝
え
ま
し
だ
。

合
後
益
々
重
要
な
ア
イ
テ
ム
と
な
る
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
子
ど
も
だ
ち
が
上
手
に

利
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
大
人
が
上
手
な
付
き
合
い
方
の
見

知
っ
て
あ
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

で
も
あ
る
の
で
す
。
ま
だ
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
で
す
ら
、
ゲ
—
ム
依
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地域の高齢化が急速に進んでいます。歳を重ねると、これまで出来ていた事が出来なく

なり、倒れだらとうしよう等々、不安を抱えて生活をされている方が多くなっています。

このような万の手助けが少しでも出来ないかと、城山社協ではボランティアで下記のよう

な活動を推進しています。

ところが、最近このボランティアの万が高齢になり、辞められる方が出るようになリ、

活動に支障をきだすようになりました。皆様万でボランティア活動に協力してくださる方

はございませんか、出来る日に、出来る事をしてくだされば結構です。ご協力をあ願いし

ます。

活動処点は戸坂福祉センター 2階「相談室」です。気軽に立ち寄ってみて

ください。

記

1 . 高齢奢等への配貪（数名で対応）

毎月 第一、第三水曜日（祭日・休日を除く）

午前10時~12時頃まで

発注先から弁当をもちかえる

その後手分けして高齢者宅に届ける

2. 電話当詈（数名が交代で対応）

毎週 月曜日、水曜日（祭日・休日を除く）

午前10時~12時

高齢者等から電話の受付（相談なと）

3. 高齢者の安否罐認電話（数名交代で対応）

毎週 金園日（祭日・休日を除く）

午前10時~12時

登録されている高齢者等に電話をかけて近況

を聞く

4、菖齢書宅等の手助け

日時は福祉コーディネーターと協議して設定

庭の草取り、庭木の簡単な剪定など

電話遭絡先

名称 ボランティアバンク「もみじ」

毎週月、水、金曜日

時間午前10時~12時

電話 220-4189 

配食準備の状況

庭の手入の状況
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（
百
田
親
和
町
内
会
）

森

岡

雅

典

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

令
和
元
年
11
月
29
日

石

津

都

男

令
和
元
年
11
月
29
日

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

川

手

良

介

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

令
和
元
年
10月
21
日

令
和
元
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
皆
様

（
関
係
者
分
）

永
年
に
亘
り
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
だ
。

（
大
上
地
区
町
内
会
）

（
数
甲
町
内
会
）

— ++- -h.1- - - 1-+-呼——-1--S-—++一ー→」 ＋十一ーヤヤーー丑—一十‘ 呼

みなさんこの数字、ご存じですガ？

近い将来、 65歳以上の 5人に 1人が認知症になると言われて

います。認知症は誰にも起こりうる可能性があります。いつ自分

や家族が、あるいは友人・知人が認知症1こなるかわかし）ません。

他人事として無関心でいるのではなく「自分の問題である」と

いう意識を持つことが大切です。

そんな中、認知症になっても住み慣れた地域で安心して蓉らし

ていくだめに、私だちの地域でもいろいろな取リ組みが進められ

ています。

認知症の人と家族を、地域全体で見守リ支えていくしくみをみ

んなで作っていくだめにもまずは、 1人 1人が認知症を正しく理

解する＂ことから始めてみませんか？

C 認知症サポーター養成講座 〗
＊認知症サポーターは何か特別な

ことをする人ではありません。

認知症の人やその家族の「応援

者」です。

女受講料無料、認知症を正しく

理解することができます。

＊受講後、サポーダーの証「オレ

ンジリング」が渡されます。

e.1
 

詳しくは
戸坂地域包括
支攘センターヘ！！

TEL(082)516-0051 

(1i知症カフェ）

＊戸坂城山学区でも昨年7月＂南

2丁目にこにこカフェ＂がオー

プン！

まだ12月には＂認知症けあカフ

ェ＂も開催されましだ。

＊認知症の人とその家族はもち

ろん、認知症について、もっ

と知リだい！話しだい！相談しだ

い！支えだい！・..そんな方ど

なだでも参加できます。

＊地域の皆さんが、それぞれの

立場でどのように

認知症の方を支

えているの力‘

を知ることが

できます。

広島市戸坂地域包括支援センター資料より引用


